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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月10日(2016.5.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリアクリル酸及びポリビニルピロリドンを含むハイドロゲルを形成するためのフィル
ムであって、ポリアクリル酸又はポリビニルピロリドンのいずれか一方の溶液から乾燥状
態のフィルム状固形物を調製し、得られた該フィルム状固形物に対して残りの一方の溶液
を接触させた後に乾燥して得ることができるフィルム。
【請求項２】
　ポリアクリル酸の溶液から乾燥状態のフィルム状固形物を調製し、得られた該フィルム
状固形物にポリビニルピロリドンの溶液を接触させた後に乾燥して得ることができる請求
項１に記載のフィルム。
【請求項３】
　ポリアクリル酸の溶液及び／又はポリビニルピロリドンの溶液がポリビニルアルコール
を含む請求項１又は２に記載のフィルム。
【請求項４】
　ポリアクリル酸及びポリビニルピロリドンを含むハイドロゲルを形成するためのフィル
ムの製造方法であって、ポリアクリル酸又はポリビニルピロリドンのいずれか一方の溶液
から乾燥状態のフィルム状固形物を調製する工程、及び得られた該フィルム状固形物に残
りの一方の溶液を接触させた後に乾燥する工程を含む方法。
【請求項５】
　ポリアクリル酸及びポリビニルピロリドンを含むハイドロゲルを形成するためのシート
であって、ポリアクリル酸又はポリビニルピロリドンのいずれか一方の溶液から乾燥状態
のフィルム状固形物を調製し、得られた該フィルム状固形物に対して残りの一方と水溶性
高分子とを含む溶液を接触させた後に凍結し、該凍結物を凍結乾燥して得ることができる
シート。
【請求項６】
　ポリアクリル酸の溶液から乾燥状態のフィルム状固形物を調製し、得られた該フィルム
状固形物にポリビニルピロリドンとヒアルロン酸とを含む溶液を接触させた後に凍結し、
該凍結物を凍結乾燥して得ることができる請求項５に記載のシート。
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【請求項７】
　ポリアクリル酸及びポリビニルピロリドンを含むハイドロゲルを形成するためのシート
の製造方法であって、ポリアクリル酸又はポリビニルピロリドンのいずれか一方の溶液か
ら乾燥状態のフィルム状固形物を調製し、得られた該フィルム状固形物に対して残りの一
方と水溶性高分子とを含む溶液を接触させた後に凍結し、該凍結物を凍結乾燥する工程を
含む方法。
【請求項８】
　請求項１ないし３のいずれかに記載のフィルム、又は請求項５若しくは６に記載のシー
トを含む医療用処置材。
【請求項９】
　癒着防止材、止血材、又は創傷被覆材である請求項８に記載の医療用処置材。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８１】
例８：臨床研究における止血の評価（２）
　ワーファリンを服用している患者に抜歯を施した後、抜歯窩に(d)に記載の本発明のス
ポンジに載せたところ、スポンジがゲル化しながら接着し、速やかな止血が達成された。
＜付記事項＞
［付記１］
　ポリアクリル酸及びポリビニルピロリドンを含むハイドロゲルを形成するためのフィル
ムであって、ポリアクリル酸又はポリビニルピロリドンのいずれか一方の溶液から乾燥状
態のフィルム状固形物を調製し、得られた該フィルム状固形物に対して残りの一方の溶液
を接触させた後に乾燥して得ることができるフィルム。
［付記２］
　ポリアクリル酸の溶液から乾燥状態のフィルム状固形物を調製し、得られた該フィルム
状固形物にポリビニルピロリドンの溶液を接触させた後に乾燥して得ることができる付記
１に記載のフィルム。
［付記３］
　ポリアクリル酸の溶液及び/又はポリビニルピロリドンの溶液がポリビニルアルコール
を含む付記１又は２に記載のフィルム。
［付記４］
　ポリアクリル酸及びポリビニルピロリドンを含むハイドロゲルを形成するためのフィル
ムの製造方法であって、ポリアクリル酸又はポリビニルピロリドンのいずれか一方の溶液
から乾燥状態のフィルム状固形物を調製する工程、及び得られた該フィルム状固形物に残
りの一方の溶液を接触させた後に乾燥する工程を含む方法。
［付記５］
　ポリアクリル酸及びポリビニルピロリドンを含むハイドロゲルを形成するためのスポン
ジであって、水溶性高分子の存在下においてポリアクリル酸及びポリビニルピロリドンを
混合した溶液を凍結乾燥して得ることができるスポンジ。
［付記６］
　水溶性高分子の存在下においてポリアクリル酸の水溶液にポリビニルピロリドンの水溶
液を混合して得られる水溶液を凍結乾燥して得ることができる付記５に記載のスポンジ。
［付記７］
　水溶性高分子がヒアルロン酸又はその塩である付記５又は６に記載のスポンジ。
［付記８］
　ポリアクリル酸及びポリビニルピロリドンを含むハイドロゲルを形成するためのスポン
ジの製造方法であって、水溶性高分子の存在下においてポリアクリル酸及びポリビニルピ
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ロリドンを混合した溶液を凍結乾燥する工程を含む方法。
［付記９］
　水溶性高分子がヒアルロン酸又はその塩である付記８に記載の方法。
［付記１０］
　ポリアクリル酸及びポリビニルピロリドンを含むハイドロゲルを形成するための紙状シ
ートであって、ポリアクリル酸又はポリビニルピロリドンのいずれか一方の溶液から乾燥
状態のフィルム状固形物を調製し、得られた該フィルム状固形物に対して残りの一方と水
溶性高分子とを含む溶液を接触させた後に凍結し、該凍結物を凍結乾燥して得ることがで
きる紙状シート。
［付記１１］
　ポリアクリル酸の溶液から乾燥状態のフィルム状固形物を調製し、得られた該フィルム
状固形物にポリビニルピロリドンとヒアルロン酸とを含む溶液を接触させた後に凍結し、
該凍結物を凍結乾燥して得ることができる付記１０に記載の紙状シート。
［付記１２］
　ポリアクリル酸及びポリビニルピロリドンを含むハイドロゲルを形成するための紙状シ
ートの製造方法であって、ポリアクリル酸又はポリビニルピロリドンのいずれか一方の溶
液から乾燥状態のフィルム状固形物を調製し、得られた該フィルム状固形物に対して残り
の一方と水溶性高分子とを含む溶液を接触させた後に凍結し、該凍結物を凍結乾燥する工
程を含む方法。
［付記１３］
　ポリアクリル酸及びポリビニルピロリドンを含むハイドロゲルを形成するための粉末で
あって、ポリアクリル酸及びポリビニルピロリドンを混合した溶液の液滴を乾燥させるこ
とにより得られる粉末。
［付記１４］
　上記溶液を噴霧乾燥することにより得られる付記１３に記載の粉末。
［付記１５］
ポリアクリル酸及びポリビニルピロリドンを含むハイドロゲルを形成するための粉末であ
って、水溶性高分子の存在下においてポリアクリル酸及びポリビニルピロリドンを混合し
た溶液を凍結乾燥して得ることができる固体を粉砕することにより得られる粉末。
［付記１６］
　付記１ないし３のいずれかに記載のフィルム、付記５ないし７のいずれかに記載のスポ
ンジ、又は付記１０ないし１１のいずれかに記載の紙状シート、又は付記１３ないし１５
のいずれかに記載の粉末を含む医療用処置材。
［付記１７］
　癒着防止材、止血材、又は創傷被覆材である付記１６に記載の医療用処置材。


	header
	written-amendment

